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ホームページで「クマ出没情報」
をお知らせしています。山にお
出掛けの際は、ぜひご覧ください。

南区の人口・世帯数
人 口／１５３，３５０（＋１，０２３）人
世帯数／６４，２４７（＋７７９）世帯
平成１７年（２００５年）５月１日現在

（ ）は前月比

▲下藤野付近を走る定山渓鉄道（年代不明）

区民のページ ／２００５．６

今から３０年以上前、南区に鉄道が走っていたことを知っていますか？
大正７年から昭和４４年の約半世紀にわたって走り続けた定鉄（じょうて
つ）は、人々の観光・レジャーに利用されていただけでなく、鉱業や林
業も支えていました。
当時のまちはどんな様子だったのでしょうか。皆さんも鉄道時代へタ

イムスリップしてみませんか？

南区歴史探訪②

定 山 渓 鉄 道
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藤
の
沢�

十
五
島
公
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下
藤
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東
簾
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簾
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豊
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滝
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小
金
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一
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糸
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錦
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水
松
沢�

引
込
線�

定
山
渓�
オ
ン
コ
ノ
サ
ワ�

ま
ち
に
汽
笛
が
響
く

現
在
車
が
ひ
っ
き

り
な
し
に
走
行
す
る

石
山
通
。
こ
こ
に
は

明
治
末
期
、
貨
車
を

馬
に
引
か
せ
る
馬
車

鉄
道
が
走
っ
て
い
ま

し
た
。
石
山
か
ら
産

出
さ
れ
る
石
材
を
札

幌
ま
で
運
ん
で
い
た

の
で
す
。
大
正
に
入

る
と
、
札
幌
の
発
展
に
伴
い
、
新
た

な
輸
送
手
段
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

石
材
の
ほ
か
、
定
山
渓
周
辺
の
森
林

木
材
、
豊
羽
鉱
山
の
鉱
石
を
効
率
的

に
運
搬
す
る
た
め
で
す
。
ま
た
同
時

に
、
定
山
渓
温
泉
方
面
へ
の
交
通
の

便
も
考
え
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
は
馬

車
鉄
道
で
終
点
の
石
山
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
先
は
徒
歩
か
馬
車
で
行
く

し
か
な
か
っ
た
の
で
す
。

そ
こ
で
、
大
正
４
年
２
月
、
札
幌

の
財
界
人
２５
人
が
定
山
渓
鉄
道
株
式

会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
路
線
は
白

石
〜
豊
平
〜
真
駒
内
〜
石
山
〜
定
山

渓
の
延
長
２９
・
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

し
、
大
正
６
年
４
月
に
敷
設
工
事
を

着
工
。
当
時
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
、
藤
の
沢
〜
定
山
渓
間
は
、

生
い
茂
る
樹
木
や
ク
マ
ザ
サ
を
切
り

開
い
て
い
く
大
変
な
作
業
で
し
た
。

翌
年
の
大
正
７
年
秋
、
線
路
は
つ

い
に
完
成
、
同
年
１０
月
１７
日
に
定
山

渓
鉄
道
第
一
号
列
車
が
ま
ち
に
汽
笛

を
響
か
せ
ま
し
た
。
�

え
て
し
ま
い
ま
す
。
乗
客
は
疎
開
者

や
沿
線
住
民
の
通
勤
通
学
な
ど
に
限

ら
れ
、
代
わ
り
に
鉱
石
や
石
材
を
満

載
し
た
貨
車
が
頻
繁
に
走
り
ま
し
た
。

終
戦
後
、
米
軍
が
真
駒
内
に
キ
ャ

ン
プ
・
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
を
建
設
。
何

十
両
も
の
貨
車
を
連
ね
た
列
車
が
乗

り
入
れ
し
、
最
優
先
で
真
駒
内
駅
ま

で
輸
送
さ
れ
ま
し
た
。

世
の
中
が
落
ち
着
い
て
く
る
と
、

再
び
行
楽
客
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

定
鉄
は
、
十
五
島
公
園
や
八
剣
山
、

豊
平
峡
な
ど
を
巡
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ

ー
ス
を
沿
線
に
設
け
た
こ
と
か
ら
、

行
楽
客
は
こ
ぞ
っ
て
や
っ
て
来
ま
し

た
。ま

た
昭
和
２４
年
に
は「
月
見
電
車
」

が
人
気
を
呼
び
ま
す
。
豊
平
〜
定
山

渓
往
復
、
ビ
ー
ル
券
や
お
つ
ま
み
、

温
泉
休
憩
を
セ
ッ
ト
に
し
て
４００
円

（
当
時
ビ
ー
ル
一
本
１３０
円
）。
中
秋
の

名
月
の
夜
を
選
ん
で
運
行
し
た
こ
の

チ
ケ
ッ
ト
は
、
毎
回
あ
っ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
た
と
い
い
ま
す
。
始
発

駅
で
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏
が
華

や
か
に
見
送
り
、
車
内
で
は
旅
館
の

仲
居
が
サ
ー
ビ
ス
を
す
る
と
い
う
盛

況
ぶ
り
で
し
た
。
ま
た
、
定
鉄
は
昭

和
３２
年
８
月
に
札
幌
駅
に
乗
り
入
れ

し
、
大
い
に
利
用
さ
れ
た
の
で
す
。

走
り
続
け
た
半
世
紀

こ
う
し
た
定
鉄
の
黄
金
時
代
に
も

陰
り
が
出
始
め
ま
す
。
乗
客
は
次
第

に
バ
ス
を
利
用
し
、
豊
羽
鉱
山
も
昭

和
３８
年
９
月
に
鉱
石
輸
送
を
ト
ラ
ッ

▲電車に乗り込む遠足の小学生（十五島公園停留所 昭和４０年代）

▼開業当初の蒸気機関車

開業から廃止まであった駅名など�

▲澄川駅（現在の地下鉄澄川駅付近 昭和４０年代）

▲時刻表と乗車券（昭和４０年代）
北海道開拓記念館所蔵

�
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駅員さんの話（石山在住の山口さん）

子どもの頃、家のすぐ近くを走る電車を窓からよく眺めてい
たという山口さん。豊平駅で駅員をしていた昭和２５年頃の様子
をこう話します。
「当時は、乗客も駅員も皆顔なじみでした。毎朝発車時刻ぎり
ぎりに、線路の向こうからあわてて走ってくる常連さんの顔も
分かっていたので、その人がやってくるのを待って出発したも
のです。また、定山渓へ向かう芸者さんに、切符代の代わりに
チョコレートを置いていたずら顔で逃げて行かれたこともあり
ました。今の時代では考えられないですよね」。随分のんびり
とした時代だったようです。
また、電車の運行が天候に左右されることもしばしば。簾舞
付近の土砂崩れで線路が埋もれたり、大雪で運行がストップし
たりすることもあり、職員総出で復旧作業にあたったそうです。
「作業は私たちだけでなく、沿線住民の皆さんも昼夜問わずス
コップを担いでやって来てくれました。自分たちの使っている
電車は自分たちで守る、という気持ちがとてもうれしかったで
す」。
目的地へ向かうための単なる乗り物というだけでなく、まち
の人みんなに支えられ、共に生きていた定山渓鉄道。電車と人、
人と人との温かいつながりのある時代だったのではないでしょ
うか。

�
鉄
道
の
開
通
は
沿
線
の
人
々
に
う

る
お
い
を
与
え
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で

三
軒
の
湯
治
場
し
か
な
か
っ
た
定
山

渓
も
、
温
泉
旅
館
や
土
産
物
屋
が

次
々
と
立
ち
並
び
、「
札
幌
の
奥
座

敷
」
へ
と
姿
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

蒸
気
機
関
車
か
ら
電
車
へ

開
業
当
初
、
白
石
駅
〜
定
山
渓
駅

ま
で
の
所
要
時
間
は
約
１
時
間
３０
分
。

車
体
は
小
さ
く
力
も
弱
い
た
め
、
傾

斜
の
急
な
所
で
は
、
一
度
後
戻
り
を

し
て
勢
い
を
つ
け
て
か
ら
登
っ
た
そ

う
で
す
。
駅
で
な
く
て
も
停
車
し
て

客
を
乗
せ
、
客
も
車
内
で
酒
盛
り
や

風
景
を
眺
め
て
楽
し
み
ま
し
た
。
定

山
渓
温
泉
へ
向
か
う
行
楽
客
も
殺
到

し
、
機
関
車
、
客
車
は
フ
ル
回
転
。

輸
送
力
の
強
化
が
次
第
に
必
要
と
な

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
た
め
昭
和
４
年
１０
月
、
東
札

幌
〜
定
山
渓
間
を
、
そ
れ
ま
で
の
蒸

気
機
関
車
か
ら
電
車
に
切
り
替
え
ま

し
た
。
所
要
時
間
は
５０
分
に
短
縮
し
、

一
日
３
往
復
だ
っ
た
運
行
も
１６
往
復

に
な
り
ま
し
た
。

当
時
ま
だ
珍
し
か
っ
た
大
型
の
電

車
。
一
目
見
よ
う
と
道
内
各
地
か
ら

見
物
客
が
大
勢
や
っ
て
き
た
と
い
い

ま
す
。
ま
た
、
電
車
は
昭
和
６
年
７

月
に
国
鉄
苗
穂
駅
に
乗
り
入
れ
し
、

一
層
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

戦
後
の
定
鉄
黄
金
時
代

し
か
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
が
始

ま
る
と
行
楽
客
は
ぱ
っ
た
り
と
途
絶

ク
に
切
り
替
え
た
た
め
、
輸
送
専
用

オ
ン
コ
ノ
サ
ワ

鉄
道
（
水
松
沢
引
込
線
と
選
鉱
場
引

込
線
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
４１
年
１０
月
、
北
海
道
警
察
は
、

踏
切
と
主
要
路
線
の
交
差
に
よ
る
危

険
性
か
ら
、
線
路
の
立
体
化
か
撤
廃

を
定
鉄
に
勧
告
。
さ
ら
に
、
札
幌
市

は
平
岸
〜
真
駒
内
間
の
地
下
鉄
建
設

を
打
診
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を

受
け
て
、
定
鉄
は
つ
い
に
廃
止
を
決

め
た
の
で
す
。

昭
和
４４
年
１０
月
３１
日
、
最
終
電
車

が
豊
平
駅
と
定
山
渓
駅
か
ら
出
発
し

ま
し
た
。
見
送
る
た
く
さ
ん
の
人
々

を
前
に
、
５１
年
間
走
り
続
け
た
定
鉄

は
お
別
れ
の
汽
笛
を
ひ
と
き
わ
高
く

鳴
り
響
か
せ
、
花
道
を
飾
り
ま
し
た
。

★

★

★

★

石
山
地
区
に
あ
る
石
山
振
興
会
館

は
、
当
時
の
石
切
山
駅
の
姿
を
そ
の

ま
ま
に
、
今
も
人
々
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
区
内
に
残
る
定
鉄
の
足
跡

は
、
時
の
流
れ
と
と
も
に
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
鉄
道
廃
止
を
惜
し
む
声
は
３０
年

以
上
経
っ
た
今
も
な
お
聞
か
れ
ま
す
。

▲一の沢橋（一の沢駅～錦橋駅間）
を渡る電車（昭和５年頃）

札幌市写真ライブラリー所蔵

�

※写真提供におきましては、㈱じょ

うてつの退職者など、多くの方々に

ご協力いただきました。写真：札幌市写真ライブラリー所蔵

▲豊平駅を出発する
さよなら電車
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南
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役
所

�（
５８２
）２
４
０
０

■
市
民
見
学
会
参
加
者
募
集

日
時

７
月
２７
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
３
時
。

見
学
先

札
幌
市
下
水
道
科
学
館
、

百
合
が
原
公
園
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
。

定
員
・
費
用

５０
人
。
無
料
。

集
合
時
間
・
場
所

午
前
９
時
４５

分
。
南
区
民
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
。

申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
参
加

希
望
者
全
員
（
４
人
ま
で
可
）
の

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。
応
募
者
多
数
時
は
抽
選
。

応
募
期
限

６
月
２４
日
�（
必
着
）。

※
な
お
、
昨
年
度
ま
で
実
施
し
て

い
た
団
体
募
集
（
区
内
で
活
動
す

る
団
体
を
対
象
に
し
た
市
の
施
設

見
学
）
は
、
事
業
の
見
直
し
な
ど

に
よ
り
今
年
度
か
ら
中
止
と
な
り

ま
し
た
。

申
込
・
詳
細

総
務
企
画
課
広
聴

係

内
線
２２４
〜
２２６

■
子
育
て
講
座
受
講
者
募
集

テ
ー
マ

「
今
が
大
事
！
思
春
期

に
つ
な
が
る
幼
児
期
の
子
育
て
」。

さ
か
も
と

つ
と
む

講
師

坂
本

勤
（
詩
画
作
家
）。

日
時

７
月
１４
日
�
午
後
２
時
〜

３
時
３０
分
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

対
象

０
歳
〜
就
学
前
の
お
子
さ

ん
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

定
員
・
費
用

２０
人
。
無
料
。

※
受
講
中
は
、
保
育
士
な
ど
が
お

子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

申
込
方
法

６
月
２０
日
�
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
左
記
へ（
先
着
順
）。

申
込
・
詳
細

保
健
福
祉
サ
ー
ビ

ス
課
子
育
て
支
援
担
当

内
線
６０７

藤
野
地
区
セ
ン
タ
ー

�（
５９２
）２
０
０
２

■
図
書
室
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
映
画
会

日
時

６
月
１１
日
�
、
７
月
９
日

�
午
後
２
時
３０
分
。

▽
読
み
聞
か
せ
会

日
時

６
月
１８
日
�
、
２５
日
�
、

７
月
２
日
�
。
午
後
２
時
３０
分
。

■
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

６
月
２４
日
�
は
、
図
書
整
理
日

の
た
め
休
室
し
ま
す
。

保
健
福
祉
局
障
が
い
福
祉
課

�（
２１１
）２
９
３
６

■
障
が
い
の
あ
る
方
の

ご
意
見
を
お
聞
き
し
ま
す

肢
体
・
聴
覚
・
知
的
障
が
い
の

あ
る
「
障
が
い
者
に
よ
る
政
策
提

言
サ
ポ
ー
タ
ー
」
４
人
が
、
皆
さ

ん
か
ら
の
ご
意
見
を
個
別
に
直
接

お
聞
き
し
ま
す
（
予
約
不
要
）。

日
時

６
月
２８
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
第
５
会

議
室
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
障
が

い
の
あ
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
支

援
者
な
ど
。

高齢者事故には、「接近する車に気づかず道路
を横断する」「横断歩道以外から横断したり、斜め

横断したりする」「無灯火の自転車で通行する」「信

号や一時停止を見落としてしまう」などの特徴が
あります。高齢者もドライバーも交通安全に努め
ましょう！

詳細 総務企画課交通防災・施設担当
�５８２‐２４００ 内線２１０

南区の主な施設
南区役所 �５８２－２４００
〒００５－８６１２ 真駒内幸町２丁目

南区土木センター�５８１－３８１１
〒００５－００３１ 南３１条西８丁目

南保健センター �５８１－５２１１
〒００５－００１４ 真駒内幸町１丁目

定山渓まちづくりセンター�５９８－２１９１
〒０６１－２３０２ 定山渓温泉東３丁目

真駒内まちづくりセンター�５８１－３０２５
〒００５－００１４ 真駒内幸町２丁目

石山まちづくりセンター�５９１－８７３４
〒００５－０８４２ 石山２条２丁目

簾舞まちづくりセンター�５９６－２０５９
〒０６１－２２６３ 簾舞３条６丁目

藤野まちづくりセンター�５９１－７０４１
〒０６１－２２８２ 藤野２条７丁目

藻岩まちづくりセンター�５７１－６１２１
〒００５－０８０８ 川沿８条２丁目

藻岩下まちづくりセンター�５８１－２００１
〒００５－００３４ 南３４条西９丁目

澄川まちづくりセンター�８２１－８５８５
〒００５－０００３ 澄川３条２丁目

芸術の森地区まちづくりセンター�５９２－７００９
〒００５－０８５０ 石山東７丁目

南清掃事務所 �５８３－８６１３
〒００５－０８６１ 真駒内６０２番地３０

南消防署 �５８１－２１００
〒００５－００１４ 真駒内幸町１丁目

南区体育館 �５７１－５１７１
〒００５－０８０４ 川沿４条２丁目

澄川図書館 �８２２－３７３０
〒００５－０００４ 澄川４条４丁目

南区民センター �５８４－２１００
〒００５－００１４ 真駒内幸町２丁目

藤野地区センター�５９２－２００２
〒０６１－２２８２ 藤野２条７丁目

もいわ地区センター�５７２－５７３３
〒００５－０８０８ 川沿８条２丁目

すみかわ地区センター�８１８－３０３５
〒００５－０００４ 澄川４条４丁目

南区掲示板

広 告 欄

暖かくなると高齢者の事故が増加します！
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南
保
健
セ
ン
タ
ー

�（
５８１
）５
２
１
１

■
健
康
講
話

演
題

「
花
粉
症
〜
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
に
つ
い
て
」。

講
師

や
ま
も
と
耳
鼻
咽
喉
科
医

や
ま
も
と

て
つ

お

院

院
長

山
本

哲
夫
。

日
時

６
月
２１
日
�
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
。

費
用

無
料（
当
日
直
接
会
場
へ
）。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

■
健
康
づ
く
り

サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、

仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容

管
理
栄
養
士
の
講
演
「
お

い
し
く
食
べ
て
生
活
習
慣
病
予

防
」（
試
食
あ
り
）
や
、
運
動
指
導

員
か
ら
の
実
技
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

指
導
な
ど
。

期
間

６
月
３０
日
�
、
７
月
４
日

�
、
７
月
１３
日
�
の
午
前
、
７
月

８
日
�
、
７
月
２０
日
�
の
午
後
、

約
２
時
間
（
計
５
回
）。
３
回
以

上
出
席
さ
れ
た
方
に
は
、
修
了
証

を
授
与
し
ま
す
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

定
員
・
費
用

２０
人
。
無
料
。

申
込
方
法

６
月
１３
日
�
か
ら
左

記
へ
予
約
（
電
話
可
、
先
着
順
）。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

■
地
区
健
康
相
談

対
象

普
段
、
健
康
診
断
を
受
け

る
機
会
の
な
い
方
。

内
容
・
日
時
等

左
表
①
・
②
の

と
お
り
。

申
込
方
法

当
日
直
接
会
場
へ
。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

■
有
酸
素
運
動
☆
体
験
教
室
！

動
脈
硬
化
の
原
因
と
な
る
生
活

習
慣
病
（
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、

糖
尿
病
）
の
改
善
に
効
果
的
な
運

動
に
つ
い
て
学
び
、
実
際
に
体
を

動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

６
月
２８
日
�
午
前
１０
時
〜

正
午
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
。

対
象

区
内
に
お
住
ま
い
の
方
で
、

医
師
か
ら
の
運
動
制
限
が
な
く
、

１
時
間
程
度
の
運
動
が
可
能
な
方
。

定
員

４０
人
。

費
用

無
料
。

持
ち
物

上
靴
、
飲
み
物
、
タ
オ

ル
、
運
動
で
き
る
服
。

申
込
方
法

６
月
１３
日
�
〜
２４
日

�
に
電
話
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

■
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診

対
象

４０
歳
以
上
で
、
職
場
な
ど

で
受
診
し
て
い
な
い
方
。

検
診
日

６
月
１７
日
�
。

受
付
時
間

午
前
８
時
４５
分
〜
１０

時
。

会
場

南
保
健
セ
ン
タ
ー
。

費
用

８００
円
（
胃
が
ん
検
診
の
み

の
場
合
は
５００
円
）。
た
だ
し
、
７０

歳
以
上
の
方
、
特
定
の
障
が
い
の

あ
る
６５
〜
６９
歳
の
方
、
生
活
保
護

世
帯
の
方
、
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
（
区
役
所
の
証
明
が
必
要
）

は
無
料
。

申
込
方
法

事
前
に
左
記
へ
予
約

（
電
話
可
）。

詳
細

地
域
保
健
課
健
康
推
進
係

南
土
木
セ
ン
タ
ー

�（
５８１
）３
８
１
１

せ
ん
て
い

こ

そ
ん

■
公
園
の
剪
定
枝
・
枯
損
木

を
差
し
上
げ
ま
す

長
さ
約
１
メ
ー
ト
ル
に
切
断
し

た
直
径
１０
〜
３０
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

程
度
の
公
園
の
剪
定（
せ
ん
て
い
）

枝
や
、
枯
れ
た
り
損
傷
し
た
り
し

た
木
を
家
庭
用
に
配
布
し
ま
す（
業

務
用
と
し
て
は
配
布
し
ま
せ
ん
）。

ご
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
積
み
込
み

や
運
搬
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
ト
ラ
ッ
ク
や
業
務
用
自

動
車
で
の
来
場
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時

６
月
２５
日
�
午
前
９
時
〜

正
午
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

会
場

南
土
木
セ
ン
タ
ー
（
南
３１

条
西
８
丁
目
）。

詳細 地域保健課健康推進係 �５８１‐５２１１

結果のお知らせ

全員に３週間程
度で通知します

健康相談対象者のうち、４０・４５・５０・５５・６０・６５・
７０歳で希望する方。健康保険証、運転免許証など
「氏名」「住所」「年齢」が確認できるものを持参して
ください
※検査を実施した場合の個人負担金は４００円

費 用

無 料
※心電図検査を実
施した場合の個人
負担金は１，２００円

対 象 者
健康相談を希望
する方
４０歳以上の方
※すこやか検診
受診者を除く
４０歳以上の方
※妊娠中の方は
受診できません

検 査 項 目

血圧測定、尿検査

血液検査
（脂質、血糖、肝・
腎機能、貧血検査）

胸部X線撮影

・問診
・C型肝炎ウイルス
検査及びB型肝炎ウ
イルス検査

健康相談

肝炎
ウイルス
検診

所 在 地

真駒内幸町２丁目

石山６４１番地

藤野６９３番地

川沿４条５丁目

藤野２条７丁目

真駒内幸町２丁目

川沿２条２丁目

澄川４条４丁目

藤野２条７丁目

定山渓温泉東３丁目

豊滝４３６番地４０

石山１条９丁目

会 場

南区民センター

石山６区会館

藤の沢福祉会館

川沿会館

藤野地区センター

南区民センター

藻岩北会館

澄川地区センター

藤野地区センター

定山渓集会所

豊滝中央町内会館

石山丘晴会館

時 間

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～２時

午後２時４５分～３時４５分

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前９時３０分～１１時

午後１時３０分～３時

午前１０時～１０時３０分

午前１１時２０分～正午

午後２時～３時３０分

実施日

６月１４日�

６月２４日�

６月３０日�

７月４日�

７月６日�

地区健康相談を受けましょう！
表① ＜内容・費用＞

表② ＜日時・会場＞

６月１１日からのお知らせ
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南
区
民
セ
ン
タ
ー

�（
５８４
）２
１
０
０

■
夏
休
み
子
ど
も
化
石
教
室

（
札
幌
市
博
物
館
活
動
セ
ン
タ
ー
連
携
事
業
）

豊
平
川
で
の
大
発
見
！
カ
イ
ギ

ュ
ウ
化
石
の
お
話
と
レ
プ
リ
カ
作

り
を
し
ま
す
（
昼
食
持
参
）。

日
時

７
月
２７
日
�
午
前
１０
時
〜

午
後
２
時
。

会
場

南
区
民
セ
ン
タ
ー
会
議
室
。

対
象

区
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
。

定
員
・
費
用

３０
人
。
５００
円
。

講
師

札
幌
市
博
物
館
活
動
セ
ン

ふ
る
さ
わ

じ
ん

タ
ー

学
芸
員

古
澤

仁
。

申
込
方
法

６
月
２７
日
�
、
２８
日

�
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
に
電
話

受
け
付
け
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
２９
日
�
に
公
開
抽
選
。
結
果
は

当
選
者
に
電
話
連
絡
し
ま
す
。

■
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

６
月
２３
日
�
か
ら
７
月
１
日
�

ま
で
図
書
特
別
整
理
（
蔵
書
一
斉

点
検
）
の
た
め
一
時
休
室
し
ま
す
。

休
室
期
間
中
の
本
の
返
却
は
、

区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
の

「
返
却
ポ
ス
ト
」
か
図
書
室
ド
ア

（
区
役
所
側
）
の
返
却
口
へ
。

詳
細

区
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室

�（
５８４
）２
５
３
３

■
講
座
の
ご
案
内

内
容

左
表
③
の
通
り
。

対
象

１５
歳
以
上
の
方
（
中
学
・

高
校
生
を
除
く
）。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、
い

ず
れ
も
引
き
続
き
、
開
講
日
の
４

日
前
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

澄
川
図
書
館

�（
８２２
）３
７
３
０

■
定
例
行
事
の
お
知
ら
せ

▽
お
話
会

日
時
・
内
容

・
６
月
１１
日
�
午
後
１
時
５０
分
。

『
２
ひ
き
の
よ
く
ば
り
こ
ぐ
ま
』。

・
６
月
１８
日
�
午
後
１
時
５０
分
。

『
ぐ
る
ん
ぱ
の
よ
う
ち
え
ん
』。

・
７
月
２
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
テ
ィ
ッ
チ
』。

・
７
月
９
日
�
午
後
１
時
５０
分
。

『
た
な
ば
た
』。

▽
映
画
会

日
時
・
内
容

・
６
月
１１
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
く
ま
の
プ
ー
さ
ん
イ
ー
ヨ
の
お

た
ん
じ
ょ
う
び
』。

・
６
月
１８
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
ゆ
う
か
ん
な
十
人
の
き
ょ
う
だ

い
』。

・
７
月
９
日
�
午
後
２
時
３０
分
。

『
１０
匹
の
か
え
る
の
な
つ
ま
つ
り
』。

南
消
防
署

�（
５８１
）２
１
０
０

■
消
防
総
合
訓
練
を

ご
参
観
く
だ
さ
い
！

南
消
防
団
で
は
、
皆
さ
ん
を
災

害
か
ら
守
る
た
め
、
日
々
努
力
し

て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露

す
る
た
め
総
合
訓
練
大
会
を
行
い

ま
す
。
会
場
内
に
テ
ン
ト
席
を
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆

さ
ん
も
是
非
ご
参
観
く
だ
さ
い
。

日
時

６
月
２５
日
�
午
後
２
時
〜

４
時
３０
分
。

会
場

南
消
防
署
訓
練
場
（
真
駒

内
南
町
５
丁
目
）。

■
山
火
事
防
止
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

を
配
布
し
ま
す
！

南
消
防
署
で
は
、
山
火
事
や
山

岳
事
故
防
止
を
願
い
、
鈴
と
カ
ラ

ビ
ナ
（
ア
ル
ミ
フ
ッ
ク
）
が
付
い

た
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
を
１１９
個
作
成
し

ま
し
た
。
ご
希
望
の
方
に
配
布
し

ま
す
の
で
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ

い
（
無
料
、
一
人
一
個
）。

日
時

６
月
２１
日
�
午
前
９
時
か

ら
（
無
く
な
り
次
第
終
了
）。

会
場

南
消
防
署
受
付
（
真
駒
内

幸
町
１
丁
目
）。

詳細 保健福祉サービス課保健福祉一係
�５８２‐２４００ 内線３３８・３５７

申 込 方 法

６月２０日�、２１日�午前９
時～午後５時電話受け付け。
定員を超えた場合は、２２日
�午前１０時から公開抽選。
結果は当選者・補欠者に電
話連絡します。
受講料、教材費は、２２日�
～２４日�午後５時までに直
接区民センター窓口へ。

費用

受講料
３，４００円
教材費
１，０００円

定員

各２０人

開講時間

午前９時３０分
～正午

午後１時３０分
～４時

開講日

７月４日�
～８日�

講 座 名

ワ ー ド

Word（午前コース）

ワ ー ド

Word（午後コース）

初級
パソコン教室
（各全５回）

相談区分

視覚障がい

聴覚障がい

音声障がい

肢体不自由

内部障がい

電話番号

５９１‐４２８６

５９２‐３６９６

ファクス

５８２‐１８２１

５８３‐２０６２

８１４‐００３８

５７３‐４１５１

５９２‐１１２２

５９６‐２８８２

住 所

藤野５条４丁目２‐１２

藤野３条６丁目９‐７

南３６条西１０丁目１‐２５‐７０３

南３４条西９丁目３‐１７

澄川２条３丁目６‐２４

南沢５条３丁目９‐６

藤野１条９丁目５‐２２

白川１８１４‐３

氏 名

きたがわひでとし

北側秀俊

はね だ のぶたけ

羽田信武

たかはしさち こ

高橋幸子

よし の けい こ

吉野恵子

も て はじめ

茂手 一

よこ い つとむ

横井 勗

さ とうこういち

佐藤光一

きたまたたえ こ

北俣妙子

相談区分

知的障がい

電話番号

５９１‐３９２３

８３１‐７８７８

住 所

藤野１条７丁目２０‐７

澄川２条２丁目１‐４８‐２１７

氏 名

の みや こう

野宮 幸

ご い れい こ

五井麗子

南区掲示板

表③ 南区民センター講座

在宅相談員にご相 談 を ！

札幌市から委託された相談員が、障がいの
ある方やご家族からのさまざまな相談に応
じています。お気軽にご相談ください。

■身体障害者相談員

■知的障害者相談員
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南
区
体
育
館

�（
５７１
）５
１
７
１

■
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
ご
案
内

内
容
・
日
時
等

左
表
④
の
通
り
。

対
象

１６
歳
以
上
の
方
（
少
年
少

女
対
象
教
室
を
除
く
）。

申
込
方
法

６
月
１１
日
�
〜
１７
日

�
（
少
年
少
女
対
象
教
室
は
、
７

月
５
日
�
〜
１１
日
�
）
に
、
直
接

ま
た
は
電
話
で
南
区
体
育
館
へ
。

申
し
込
み
多
数
の
場
合
、
６
月
１８

日
�
午
後
２
時
（
少
年
少
女
対
象

教
室
は
、
７
月
１２
日
�
午
後
２

時
）
か
ら
公
開
抽
選
。

受
講
料
納
入
期
間

６
月
１８
日
�

抽
選
終
了
後
〜
６
月
２４
日
�
（
少

年
少
女
対
象
教
室
は
、
７
月
１２
日

�
抽
選
終
了
後
〜
１８
日
�
）
に
直

接
南
区
体
育
館
窓
口
へ
。

�
札
幌
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団

�（
５３０
）５
９
０
５

■
小
学
校
プ
ー
ル
の
開
放

日
時

７
月
２
日
�
〜
８
月
２８
日

�
の
土
、
日
曜
日
。
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
０
時
３０
分
〜
２
時
３０

分
。

対
象

小
学
生
（
泳
げ
な
い
児
童

の
保
護
者
の
付
き
添
い
は
可
能
）

と
付
き
添
い
の
い
る
幼
児
。

※
開
放
日
は
各
小
学
校
で
異
な
る

ほ
か
、
気
象
状
況
や
工
事
な
ど
に

よ
り
休
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
利
用
の
際
は
あ
ら
か
じ

め
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

も
い
わ
地
区
セ
ン
タ
ー

�（
５７２
）５
７
３
３

■
図
書
室
休
室
の
お
知
ら
せ

６
月
２４
日
�
は
図
書
整
理
日
の

た
め
、
６
月
３０
日
�
〜
７
月
８
日

�
は
特
別
図
書
整
理
の
た
め
休
室

し
ま
す
。

会 館 名 行 事 名 日 時 対象 定員 事 前 申 込 連 絡 先

澄 川 おはなしやさん
６月１５日�
午後３時３０分～４時

幼児以上 無 自由参加
澄川４条６丁目
	８３１－５１５０

真 駒 内 おはなしワード
６月２２日�
午前１１時～１１時３０分

幼児と
保護者

無 自由参加
真駒内本町３丁目
	５８４－３３３６

真駒内五輪
まごりんプチトラベル
館長と行く真駒内公園

６月１１日�
午前１１時～午後３時３０分

小１以上 ３０人 申し込み受け付け中
真駒内泉町３丁目
	５８１－１８２３

藻 岩 どんぐりマラソン
６月２１日�
午後３時～４時３０分

小１～６ 無
６月１３日�午後４時から
持ち物：着替え（Tシャツ）、タオル

川沿８条２丁目
	５７１－８６１６

南 の 沢
今月の挑戦状！
～復活ボンバーキング

をきめるよ～

６月１５日�、１７日�
午後３時３０分～５時３０分

小１以上 無
小１～２：午後３時３０分～４時１５分
小３～６：午後４時１５分～午後５時
中学生：午後５時～５時３０分

南沢４条２丁目
	５７１－２９０９

石 山 元気パワー測定日
６月２１日�、２２日�、
２４日�

午後３時～４時
小１以上 無

来館者全員参加
持ち物：上靴

石山２条４丁目
	５９１－７７３０

常 盤
ころばぬさきのつえ
（避難訓練）

６月２３日�
午後３時３０分～４時３０分

幼児以上 無
消防車（屈折車）体験試乗は、６月１３
日�から受け付け（先着３０人・電話不
可）雨天時体験試乗中止

常盤２条２丁目
	５９２－６０９１

藤 野
キ ン グ

カタKING
６月２４日�
午後３時３０分～４時３０分

小１～６ 無
自由参加
持ち物：上靴、タオル

藤野２条８丁目
	５９２－１５３２

み す ま い
だれでもミソマップル
マンカラ大会

６月２３日�
午後３時４５分～５時

小１以上 無 自由参加
簾舞３条６丁目
	５９６－３９１１

受講料

７，０００円
（５，６００円）

８，９００円
（７，１００円）

８，９００円
（７，１００円）

７，２００円
（５，８００円）

７，０００円
（５，６００円）

５，１００円
（４，１００円）
５，１００円
（４，１００円）
５，１００円
（４，１００円）

６，９００円

８，５００円

７，１００円

６，７００円

定員

１５人

１５人

１５人

１５人

２０人

２０人

１０人

２０人

２６人

２６人

１５人

３０人

３０人

３０人

３０人

３０人

３０人

３０人

４０人

２０人

２０人

３０人

時 間
午前９時

～１１時
午前９時

～１１時
午前１１時
～午後１時

午前１１時
～午後１時

午前９時３０分
～１１時３０分

午前１１時３０分
～午後１時３０分
午後０時４５分

～２時３０分
午後１時３０分

～３時３０分
午前９時

～１０時３０分
午前１０時４５分
～午後０時１５分
午前９時

～１１時
午前１１時
～午後１時

午前１１時
～午後１時

午前９時
～１１時

午前１０時
～１１時３０分

午前１０時
～１１時３０分

午前１０時
～１１時３０分

午後４時３０分
～６時

午後４時１５分
～６時

午後３時
～４時３０分

午後４時３０分
～６時

午後４時１５分
～６時

曜日

水

金

木

金

土

土

火

水

水

木

金

火

水

木

金

受講期間

６月２９日
～９月下旬

７月１日
～９月上旬

７月２１日
～９月下旬
７月１日
～９月中旬

７月２日
～９月下旬

７月５日
～９月下旬

７月１３日
～９月下旬

７月１３日
～９月下旬
７月１４日
～９月下旬
７月２９日
～１０月下旬
８月２日
～１０月下旬
８月３日
～１１月中旬

８月４日
～１１月上旬

８月５日
～１１月上旬

種 目

入門

初級

初中級

中級

初級

初中級

中級

A

B

入門

初級

初中級

中級

女性のみ

小１～６

小１～中３

小１～３

小４～６

小１～中３

バドミントン
（全１０回）

テニス
（全１０回）

ソフトテニス
（全１０回）

ゴルフ
（全８回）

卓 球
（全１０回）

デ

リズムDEボディメイク
（全１０回）
奥様健康体操
（全１０回）
健美操
（全１０回）

少年少女フットサル
（全１２回）
少女新体操
（全１２回）

少年少女テニス
（全１２回）

少年少女バドミントン
（全１２回）

幼児は保護者と一緒に参加してください。
体育室で行う行事には上靴が必要です。詳細は各会館へ。

表④ 南区体育館スポーツ教室

※入館の際には施設使用料３９０円（高齢の方１３０円）が毎回必要です。
※受講料（ ）は６５歳以上の高齢の方（敬老手帳持参）と障がいのある
方（障害者手帳持参）の料金です。

●児童会館だより

６月１１日からのお知らせ

2005―�―広報さっぽろ7南区



〔４月３０日〕
北海道東海大学で、地域住民と大学との交
流を深める「山菜採りと試食会」が行われま
した。大学の研究林で採取したフキノトウや

オオウバユリ
の葉などの山
菜をてんぷら
に調理し、参
加者全員で旬
の味覚を味わ
いました。

南区緑苑大学開講

▲期待を胸にはつらつと

本番さながら、避難訓練

▲煙の中をくぐり抜け、ひと安心

〔５月１１日〕
南区民センターで、緑苑大学（高齢者教室）
の開講式が行われました。受講者は、８１歳の最
高齢者を筆頭に平均年齢６９．３歳の総勢５０名。こ
れから半年間、新しい仲間とともに充実した大
学生活を送ります。

〔４月２７日〕
春の火災予防運動に合わせ、石山南小学校
で避難訓練が行われました。救助ヘリコプタ
ーや消防車も登場し、児童たちは煙の中を通
って避難したり、消火器を使い消火活動を体
験したりして、真剣に参加していました。

子育てサロンが誕生

▲エプロン姿のボランティアも活躍

春の味覚を堪能

〔４月２０日〕
芸術の森地区福祉のまち推進センターに、
「もりの仲間の子育てサロン」が開設しまし
た。地域のお年寄りと子どもたちとの、世代
を超えたふれあいの場として期待されていま
す。

▲自分で採った山菜の味は格別！
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